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お わ り に

Ⅰ 東南アジア稲作の概観

世界の稲総作付面精は 11,740万ha総生産量 (籾)は 25,850万 トンに達するが,それ らの

それぞれ約94%に当たる大部分がアジアによって 占 め られている (1960年国連食糧農業機構の

統計)o総作付面積および総生産量においてアジアが占めるこの比率は, 戦前, 戦後を通 じて

大きな変化がな く,いかにアジアが稲作について重要な位置を占めているかを示 している｡ ア

ジアの稲作面積のうち,その約30%は中田大陸,約 3%は日本 によって 占め られているか ら,

それを除いた東南アジア諸匡=こおける稲作付面積は全世界稲作付面積の約70%に近い｡

西部インド以西 のイラン,イラク,アフガニスタンなどは稲作が主要な同ではないか ら,そ

れを除き,東部 インド以東をみると,インド,パ キスタン,セイロン, ビルマ,タイ,イ ンド

ネシア,カンポジヤ,ベ トナム,フィリピンなどの国では,その稲作付面積が他作物 とは格段

の差をもって首位にあり, 唯一の例外因であるマラヤでも稲作はゴムについで第 2位にある｡

東南アジアの農業において稲作がいかに重要な地位にあるかを示 している｡

しか もインドは 150万 トン,パキスタ ンは 70万 トン,セイロンは45-50万 トン,イン ドネシ

アは60-70万 トン,マラヤは40-50万 トン,フイリッピンも10万 トン前後の米その他の食糧を

年 々外関か ら輸入 してお り,米の自給斑を高めることがこれ らの国の経済建設上緊急問題とな
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って い ろ,J食糧U)輸 入に要す ろ外 貨 は 皇 工でcTU ) こし/〕よ うなJTJ膏 iL,71)汁 )-jこか ざ 上 伸 京ujJ近

代化引 ､刈る投 賢が困難で あ るか らで LiJ)/7, (=liJJ-, ビル-: タイ, -JJlンポジヤ､べ トナ ノ､鳥.来しノ)

輪吊吊で,光 跡輸出が甘 衣U)経済 /÷支 えて きたが,輔 鉦 二/こら- ろと戦 fi'2は｣j'鋸 晶 二が人帖 二膏

ろ日給 度レ)向上 と相ま って , 今校 さ らに偏り日立ま減少 す る方向 ,JL-た どろで あ ア)うと 号>/7J_六れ ∴o

東T!F,げ ジアにおけ る米 J端色封 量U)不足.'まなお当')lhJ)冊つづ 二で あ ろ う ｣̀111に情前に ∴､);-巨 〕

し/〕対 価吊車 ノ)米輸出量jJ叩 津 ',: 嵩 故減 し た こ と と 紺 黒古Jに.ア メ リカか らの米輸 出 量が帖 目 し′)6

倍 に急 増 して い る甘美は. これ こ米輸出吊において らなお稲作J)牛積 件 声高.l')71た浩の'',JLノJが

必要で あ ること/TI小 して い :I.)*

1. 東山ア ジア U)気 免 と稲作期冊 1.ア ジアU).th-i.r'.15:まいわゆ るモ ンスー ン地吊 に 屈 し, ,Jく,J)

吊で は 隼降雨量が 2,000mm を 昆 して い ろ し か も こ しノ ) 雨 U )甘刊 行 石 は 5 月 か ら 10 月 に 二1-5 く,

こU)汗抽卜季J肌舶)期 冊が雨 季で あ るL しか し 地 )削 'JTt二 そ し7j 季 脚 凡 の か げ に な る地 帯 で は 反 刈 工

降雨 が少ない ｡ また赤道 再 卜か ら両半球 に,jh1.rす るイ ン ドネシアは独特な李的凪Uつた;:Lj,l二10ノ日

か ら4月頃まで が雨 季 (西季山 風) とな って い ろ 赤 'iiLか ら南北 15度の問 は温 度が隼申嵩 と/L/

ど等 しい地帯で , 1日の平均氾度は 25-28oC. 牛 tlFlでiL'/)牛吾がで きろ¶ また回帰線 し′)あた 三)

まで は夏 の温度は平均 30oC 近 く,冬で も 25oC ぐらいで あ るか ら. これ また--申 出情摩的に

は稲 の 牛百に支障がない ｡

東南ア ジアU)水川の )く部 'IJは漕f侶臣出 損kL左 もたない 大水旧で お ろか ら,棉('用｣問 ･は もっ悠

ら降雨を伴 うモ ンスー ン期にか ざ 六行 こ い ろ- '<湖 の古か らは一･年 再,稲 が習つ はずで あ ろが,

稲 の隼背 に必要 な 水,をモ ンスー ンの降雨にま ナ), しか も成熟軋 刈取期 が多雨o)季蹄,I:さけて ,

比較的降雨 が少な く. 目黒 J)/,5い 勘 畑 二くるよ う.'=哉特 が 行な十れ ,7,ので , _多く叫 !;｣で は大 出

<Jtミ東北 モ ンス- ンU)雨季 とも降雨 のあ るところで∴制了′′相 ミ行なわれ.てい るにす ぎない

射昭 二おけ る稲 作期間 は第 1表 に示す とお りで, イ ン ドネシア/1-砕 く関々で は大休,有力､J)

夏にか けてf'杯j-け されノ,晩秋か ら冬 にか けて収穫 され るO稲 の隼育u数は品種 によ って ちか い

が こらろが ,短期種で は90-100!上 長賊種で は180-200｢号1上で あ る｡ イ ン ド パキ スタ ン,

ビル i, タ イ (柿沼 ′:LO)昆轡 を受 け る南 榔甘Jr余く) で 執 雨季 と桂二季U)区別が は っき り してお り,

陀李 には雨が ほ とん どないか, き十LJ)て之 しいが, マ ラヤ, イ ン ドネシアで は乾 季に もか な り

レ)降雨があ る｡ またセ イ ロ ンC/)汁-1一帖 貯 ま両西モ ンスー ンお よび 束北 モ ンスー ン雨期とも両が あ

*東南アジア諸国の人口増加率は年間1.5-2.5'-Oであろ二公衆衛_年.uj向上,民皮(/雄｣上に伴い,1.5'J,,ノニ
示すインド,パキスタンなどo)Efi]もセイロン,マラヤのように 2.5,rJG前 後に増加することも考えられる,,

かミ_1に水稲の生産量が年率 2,59,,の割で増加すろ土Lて ら現在の食糧不足扶態がそのままつづ く十べ十でさ,
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第 1去 東南アジア各国の水稲作季

国 名 j 稲 作 期
l

ビ 主要作期は6月から10-12月
1) Kaukyin(早生稲) :6-10月

ル 2) Kauklat(中生稲):6～11月

iiil 3) Kaukkyi(晩生稲):6-12月
4) Mayin(春稲):ll-3月

間

ィ 主要作期は6月以降の雨をまって始まる

ン 1) Aus(秋稲):4-6月から9月

パ

キ

ス

タ

ン

イ

ン
ド
ネ

シ
ア

i51

捕 考

5-10月に西南モンスーンが雨をもたらし,

その他の期間には農業上役立つほどの雨がな

い｡池沼の周囲などの低湿地や用水源のある

ところでは春稲が栽培される｡

5-6月から9-10月のあいだが雨季で, そ

の他の期間は乾季である｡

.2) Aman(冬稲):5-6月から12月

r東パキスタンでは5-9月が雨季であるO .東パキスタンは雨量が多 く,米とジュー トが
1) Aus(秋稲):5-6月から8-9月 .主作物であるが,西パキスタンは乾燥気象で

2) Aman(冬稲):4-5月から11-1月 ;小麦と綿が主要作物である｡
3) Boro(夏稲):12-3,4月

西パキスタンは雨量が乏 しいので生育期問の

短い Ausのみ栽培される｡

1) Aus:5-6月から8-9月

乾季にもかなり雨があるので, 1年中いっで

も苗代から収穫期までの稲がみられるが,や

はり雨季乾季の関係で,主要作期は11月～1
月から3-5月に至る｡

主要作期は5-9月の雨季と一致する.

北部,東北部 :4-5月から11-12月

中央部 :4-5月から11-12月
南部 :9-3-4月

主要作期は5-8月から翌年 1-2月にかけ

ての期間であるが,一部では4月から8月に

至る栽培もある (全体の面積の 2-3%程

皮)0

フ 北西部 :5-7月から1-2月
中南部 :7-8月から1-2月

北東部 :8-9月から2-3月

ヤ 北西部二毛作地帯 :

mainseason:9-2-3月
offseason:4-8月

フ
ィ
リ
ピ
ン

米主産地ルソン中央部では 5-6-11月が主

要稲作期である｡水利のある地では2-5月

の栽培がある｡
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;;大部分の地方では11-4月が雨季で, 5-ll
〔月が乾期である｡ただしその区別は顕著では
･ない｡水稲には Bulu と Tjerehの2群 がll

!ネシアでは雨季と乾季が逆になり,夏に雨が
!多い｡
【

15-9月が雨季で7-9月がその最盛期であ

きるが,南部では海洋の影響を受けて雨季と乾

;多い｡2月から5-6月にかけて栽培される

･春作 (二期作) もある｡

!敢然と乾季, 雨季に わかれる ほどではない

Jが,一般に9-12月に雨が多い｡北東部は雨

に極端に多雨となり,夏季に少ない｡

5-6月～10月が雨季である｡

-



困 'rE frli l′l 皿 闘

Yala作 :2-6月か ら7-l上月

セ Maha作 :7-11月か ら2-5月

ィ Meda作 :上記両 李のL捕即二あたる〔

国の 南西部 で は Yala,Mahaとも 両があ

口 り,二朋作が行招 っ出るが,北部 (Dryzone)

ン では Yalalglにしか 十分な ~雨がプ封 ､ので,

Yala作がお もであるC

ン

ポ

ジ

ヤ

雨季移柿稲作

早/F_(SrauSral):3-4Hから 7-8/]j
_L 一･一
jl, し

車 ′日ET7(SrauKondalJ:6-7JJか ら12-

1月

晩 生稲 (SrauThnung) :5- 6ノ二｣かJJ1
-2月

浮きTrTi:5-6月か ら12-1月まで

減水瑚稲作 :ll-12月か ら4-5月まで

二畑作 :5--9-10畑 8- 9廿か ら 2-3

らll

台 第1周作 :12-2月か ら6ノ｣

湾 第2瑚作 :6-7)Jか ら10jj

/】卜
IJH] TJ

Yalaイ′巨ま鋸南モ ンスー ン (5-9)j)uj両

を利 用 し, Maha作は 東北 モ ンスー ン (ll

-3日)細雨,を利昭してい,71,,

5-10月が雨季,12-4月が乾季とは一)き日

わかれていろC こし洲:]L李を利用 して栽畑が行

左われるが,メコン川i't絹i低況地一日封二は減水
棚田1三が若十打左わjF,二三た二期作 も小面畑
でみ られI't

るが ,同｢舶 )北 ＼臣ナ(j)地 帯 で は 東北 モ ンス- ンにレ〕み 雨が あ り, 両両モ ンスー ン肺 に廿は李と

な ろな ど. 伸 二よ って . ま た同 じ回で も｣一助を･.IIよ って雨 量 レ)裾加'.JI/lLl吊二差異が あ り, それに

伴 って 稲 作期間 も変 って い る

な お =長時間 は根絶 射 出万ほ ど榊 trjuj差が 少な くな ろレ)で , わが 国 J)最 長 吊 遠が 15LL即日前払

IF7-i-'Jl,:川 長が 10日冊射Liらず で , 昭 日付)差が 5叫鼎圧二伎んで い ろLJ).lI_反 し,束 両 ア ジアU)裾にIで悠

JlH主日長が13帖鼎揃撒 , ]直 り日長12日珊 促 らずで, ;1L･-･較 差は 1- 2日揮 乱 あるい は 1日描 出 トー

とい うわず か な 差で あ る こujよ うな わず か な 日長 U):日 二もか か わ らず , そ れ,に敏感 に反 応す

つ 相川:-〟)舶 r紺 :. 祈 申つ水川冊 立 粗総/i:.i;lI':AI量 (牛問). お よび iT･位両情 当 り収量を示せ

ば第2表 しつごと くで あ る√ノヾ邦 'JjhJ伸 二†で は稲 作 .7=日 ､わ ゆ る刷上艮農業 (Peasantagriculture)

で あ った た め,稲作に関 す る裾宮 まきわ めて 付帯で , そ しノ)土 圧廿 .は広 大で あ るが 通 ､r,1な調布

組 識 が 畑 ′､な どの た め , 統計数 字 .,))信拙 要は は な はだ f封 lといわ ざ るを え な い . しか し. こ,J)

長か ら人 まか な 佃向はつか め るで あ 7)う｢

これノらC/)!申 )うi/,で もっと も高い収 量 を 示 すuJは台湾 で .-･榔′頼 )収 量は ha ＼r川 3.3～3.5

トン (棉), A-硯作収 量はそれ よ り中 ン低 くて 3 トン前後, わが国の平 均 反収 U_)お よそ60C),,/F.r.

度で あ るが , 一触 二期/Jl-:合計す る と, わが 神 文収 よ :)FE.17日 な る｢〕つ いで収量 U)高 い U)悠 マ ラ
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卯 2表 東南アジア諸国の水凹面精,班.生産量および反収

田 /(.
水田面積 (59/60)

1,000ha

ビ ル マ 4,034

カ ン ボ ジ ア 1,385

セ イ ロ ン 477

台 湾 766

マ ラ ヤ 378

イ ン ド 32,918

イ ン ドネ シア 7,197

ラ オ ス 650

パ キ ス タ ン 9,763

7ィ リッピ ン 3,334

タ イ 5,226

滴 ベ トナ ム t 2,503

ア ジ ア 合 計 110,711

世 界 合 計 . 117,400

籾生産量 (1957-1960)
1,000メー トル トン

5,231- 6,843

1,183- 1,449
652- 763

2,287- 2,356
714～ 903

37,926-46,261

11,448-12,402
499～ 520

12,028-14,419

3,203- 3,668

5,665- 7,275

3,192- 5,311

197,270-242,240

212,000-258,500

反収 (1957-1960)
籾 トン/ba

l.35～1.70

0.95～1.12

1.41～1.55

2.92～3.03

2.00～2.39

1.18-1.40
1.68～1.72

0.75-0.82

1.32～1.48

1.02～1.ll

1.28～1.39

1.17～2.12

備考 (1)FÅoProductionYearbook1960による｡

(2) 東南アジア諸国の中,水田面積 300,000ha以下の国は省略した｡

(3) アジア合計には中国本土を含むが北朝鮮は含まれない｡

ヤで,ha当 り2.0-2.2トン (籾),わが国の平均反収の約 3分の 1程度で, ちようど明治初期

の水準に当たる｡その他の国 々の単位面積当 り収量はいずれ もわが国反収の 4分の 1ない しそ

れ以下であるが,その申ではイ ン ドネシア, ビルマ,セイロンなどがやや高 くフイリッピン,

カンポジヤ, ラオスはもっとも低い｡

3. 稲作農業の脱皮 :東南 アジアの多 くの国は長い間,外国の棉民地 としてその支配下 にあ

った｡植民地経済の特長は商n｡,,的価値の高 いエステー ト農業に屯 且を吊き,いわゆる原住民農

業はまった く顧りみ られない状態で放任されていたことである｡エステー ト農業が外国の資本

と技術 とを受 け,外国人によって竹理運営 され,広大な土地を 占 有 して,世界市場を目標と し

て輸出農産物 を生産す る資本主義的プ ランテーシ ョン農業であるのに反 して,原住民農業はそ

れ と無関係 に,昔なが らの農法 によって零細な土地 に多数の人 口をかかえ 主 と して 白糸合を目

的 とす る耕 作を行な う農業であ った｡ このような状態の下では地主による小作料の収奪,申開

商人による搾取が激化す るのは当然で国によって多少の差異 はあるに しても,偏在す る土地所

育,それに基因す る苛酷な小 作の形態が/生 じ,農家は無力 と貧困に追いこまれる｡

戦後,これ らの国が政治的独立を獲得 して以来,それぞれ同家建設を目ざ して意欲的な経済

計画 を立て,その推進 に努力 している｡ イ ン ドの国家建設 5か年計画,セイロンの国家10年計

両,イ ン ドネシアの米穀増産 3か年計画および長期増産計画などは有名である｡ こうした国家

建設 の推進にさい して,基本 となるものは農業の近代化であ り,各国政府がまず原住民農業の
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脱皮 と近代化-uj発展に 力を江いでいるのは当然であ る しか しなが ら,県 'K/lif童の向 L引.'LL

告す るこれ ら社会的,経済ri/主要因はあま りにも深 刻で,粗 放 独 走-抵収 量--一矧 月とい う悪循瑞

をどうや って打 ち破るか,いまだそU井ii滞性か ら況 してはいないCJ)である-

農家の水 [昭二打'r-lhhJ-WHま, ビルマが東南アジア諸国中で もっとも人き く4-10haといわれてい

るが,タイは これについで 2-4ha,マラヤが 1-2ha,その他の因では 1haJ以下で数十 アール

程度の経宮が圧倒的に多い′二而精o_)広い ところは,水利の懐がわ ろ く,洪水,早ばつなどuj災

吉を受 けやすい ところで,作付け自体が きわめて不安定な場合が多いLlたとえばタイで も地 力

があ り,用水路を もって安定 した栽培を行な うことので きる北 部地 方では農家の80%が 1ha未

満の経営 l(亜1㌧であるが,申央邦地 方の浮き稲 しか栽培できず, しか も/J(田町作C/)Jui区では継目

両精が広い

耕地は相続の闇係 もあって さらに細分化 しつつあ り-一筆の水1月に数人uj入 り込 み耕 作を行な

う例が,マ ラヤやセイロンなどで知 られている√.セイロンでは農家 当 り経ノ勘 E涌出ま約 48aとさ

れてい る (1946年)が,JFifl家 と して分類 されノるもC,)跡 目,その26鬼 にあたる家が全 く土地を所

有 してないのであ る｡いわゆる土地を持たざる農家 (農業労働者)が全農家の 4分の 1以上 に

連 しているO また土地を持 ってはいるが数人で共有 している場合が しば しばある｡ 土地が細分

化されノ, もはや これ以上 0)細 分は物理的 に無理であ るとい う段階 に迂すると,-リ如 )吊/31-数人

が共有 (CO-ownership) して,順番 に耕作す る｡ 侶声二は一枚のLiHf:8- 9人で共有 している

例もみ られた｡ こうなると土地C)j所有権の所在 も明 らかでな くな り,土地 は借金tJj担保にもな

らない｡ このよ うな所有の形態を Fideicommissum といい,かか る形での輪作/:.I-Thatumaru

なわれ, 地主が要求する帰 に無償で労働を提供す るとか./I:.症.rqの75qo'に, ワラl/)半ノ行をそえ

て小 作料 とす るとか,最 も有利な条件を申出た もU)に小作させ る制度 (Madaran)す らうまれ

ている,J こ0)よ うな伏態uj卜で-/折らしい抜 術が入 るはずはないC/)である,i/JJ二はセイロンでU)

一例にす ぎないが,前近 代的 な土地所有cJ)状態を想像す ることがで きよう*O

水稲の甲佐面積当 り収量はわが国のそれの 3号レ)1か ら 5分U)1帖 丁封二す ぎず, しか も'jI,i

の水 川は水の関係で-一年一作で,裏 作もで きないこと/Tr考えると,県ノ衣の零細件 と貧困 とはい

f)じる しいもU)であることが想像 されよ う-J

u下述べ る稲作技術上 の問 題点 も, このよ うな苛 酷な歴 史的背景の もとで理解 されノろであろ

~ー)

*セイロンでは国民の絶対の尊敬を受けている僧侶 (または寺院)が室生地主をなしていろO仏教の堕落

と農地改革の困難性があノSoまたマラヤでも回教寺院-の托産物の納入が相当な割合を占y)ていて'といわ

れ,農業/f三産に対する宗教の阻害要閑を無視できない｡



日 東南 アジア稲作の問題点

1. 水 LHの基 盤 :水 川に対す る川水源 および 漕排水の施設が ほとんどな く,稲作は もっぱ

ら入水に依存 している｡ このよ うに水の制制がなされていない条件の下では,洪水,早ばつ,

発芽 失敗などの災膏 がつねにはげ しく起 るので一国を単位 と してみて も水稲の作付拍沌拍HI:A･E二

よ り人き く変動す るのはもちろんの こと,作付後の災告 によって作付lfH-fif主の数+:/Oに及ぶI(刷 己

が収穫皆無にな る場合す らまれではない ｡ タイの例をあげ ると第 3表のごと くで,成増 両精は

つねに水 廿IF雨烏よ り10%近 く少な く,年 によっては20% も少な く,また収穫直情はつねに扶持

両精よ り10%以上少ない｡か くして これ らの岡における即位面積当り収量 とは実 は収穫lTi用壬を

ノ封こして算 出せ ざるをえないのであ って,栽培 面精を罵礎 に して計算すれば,収量はさ らに低

下す るはずである｡

第 3 表 タイの水田面精と栽1-;'71両精および収穫面積 (単位 1,000ライ)

吹

.
6

7

8

9

年

.
19

19

19

19

水 L日 面 精 栽 培 面 精 収 穫 面 柿

40,968

41,553

41,820

42,837

37,684

32,660

35,850

37,893

36,013

28,601

31,927

32,927

か くのごと く作付面精 は年 々の降雨の状況によって 人き く左 右 され,雨 季に入 って も雨oj来

るのがお くれ るとか,あ るいは早くか ら豪 雨があ るとかの条件では播種がで きず,竹雄 ~けを放棄

せ ざるをえない し,また1'杯j-け したあともたえず洪水,早ばつに悩 まされて,稲作はきわめて

不安定である｡ これに対 しては 各国とも, 圧t家の 力による漕献排水施設, 多目的 ダムの建設,

河 川改修などの 宰業を鋭意推進 してい るが, この ことこそ東南アジア稲作の今後cJ)発展を期す

る上で もっとも基本的な課題 といえよ う｡

2. 水稲の品種 :世界 の栽培稲はその 中 門か らA里 (E=1木型), B型 (ジャバ-)l.A-l･]_), および

C型 (イ ン ド型)の 3種に分難 され る｡ B型 はイ ン ドネシアをは じめ東南アジアの.捌典に分布

してお り,Bulu とよばれ るものであ るが, これ らの鳥には同時 に Tjereh とよばれ る品種郡
が存在 してお り, これはC型に属す るr,イ ン ドか ら車両部中国にかけての 人陸の諸国にはC)L.-rl

が 分布 してい る｡ B型 および C鮎 島村川＼Fは 日本稲に比較 し,草丈,茎数 などで表わ されノる/I:_TzJ'

相が異 な り,粒の形状,米質 に差異があ るのみな らず, メイ虫に対す る抵抗性が低 くと くにB

型 でいち じる しく,かつ音素肥料oj砲Jijによ りさらに低 下す るo イモチ病抵抗陣 は高いが∴ Lr.r一

里の特長にも闇通 して きわめて倒伏 しやす く,室素の吸収力が高いが,窄素を施用 して も収 量

の増 加がないか,あ るいは増 加の程度が少な く,脱粧性が高 いなど,い くたの形質が興 ってい

る｢､

執帯地方の水稲の収 量が低いのは,後述す るよ うに気象的,土壌的条件に基閑す るとい うよ

- 182-



りは晶 種と伐培法uJ来光迅J)せ いであ ろ イ ン ド里,I"1.柾U)小す-一般的な形質,すな;1日,,,E..;丈 が

高 く,栄 養/吊主が きわLV)て旺盛で, LTL二が って モ ミ/ワラ 比率レ)拭い持性 は,放｢･牛にわた っ

て深 水 に耐え,無肥 料 伏 態Jノ)卜で雑 草とU)競争L7二打惰 って圧 き技 ってきた暦 史的な裾■畑 二鳥か

な らない こ(ノ)よ うな 水 稲に 対 して レ量L/)宣長肥料/壬抱せば.週 繁 茂 U)ニ伏態 におい こまれ,出

損す る両にすで に倒 伏,Jr起すであ ろ うL /',tli'1.は東山ア ジア諸国において も化J＼jl:JjヒH叫)使用が漸

次耳抽 げ ろ佃 (車二あ るが, 鳳肥･.'=対す ろ収 量レ)反応 (fertilizerrespoIISe)a)高 い晶軒/.1■_)た

なければそU)効 果.I-i拙持で きない

国運食糧農業機構(FÅo)刷 木目寮米穀委Li会(ⅠnternationalRiceCommi ssion)において も,

イ ン ド里晶析U)fertilizerresponseが設 立ノ以来U〕重要 な課 題とされ,在来種U)熱帯適応性 に 日

本稲 U)刷 肥 多収性jil-導 入 しよ うと して, ｢=IJJ交配Tl汗rrIEj]二業(Japonica IndicaHybridizati()ll

Project) をr耶祭F刷,i!J力■li二某と して 進 めてお ,Ij. 1で :=告巨/)1'lLiJH恒三-得てい ろ｡ イ ン ドU)

Cuttack にあ る申火稲 作[廿克明で各国レ〕在来 LJ)召望種 に Ei'阿 仁i-交配 し.そし叫 にJ′宣-各l昭二配

ってい るが, ビル マや, タイで は El木向けU)輸汗誹]と して丸里t,)もレ),)//ね らってい る

ブイリヒ ンにあ る匡=祭fFllfT/日廿 姑 .Tru〕 Beachell,Jennings 両氏 は来車ア ジアにおける晶 伸改

艮レリ目標 とす- き章型と して次 cD特艮,ji-指摘 してい る

(1) 播種か ら戊熟 までし引 l数が100-12引‖封斐U)旧制 神で, しか も感 忙作 が作目 ､か,ない も

し･1

(2) 初期佳作 ま早いが,｢封射,J)/日主が1日i盛で./i克 く′二ゾ号つは中庸で,葉は小 さ く濃緑で 直 ＼r/

し. 乏 化能率J封,71]r:､もJ/)

(3) 恒杵11-で,程が庚ミく,倒伏 LJ既い もU)

(4) イモチ情抵抗件 そしノ)仙痛虫宮 :=対す ろ紙 杭伸 し')高 い I;Jレ)

(5) 通 ＼r'1な晶質 で あ ること

これ らU)Jl-･壬質 は高 い fertilizerresponse u)条件ともい う- きもujであ J/_:'が, l圧帖"Tl交配LJ)

response v)高 い 新晶析左石戊 しよ うとうHi)ている

い もujがあ るか と思 えば,反両にはわがい矩J根数里晶析 と比較 してそれ以 上に ',vi;数uj穂ノ'こ-1.'J'

ろ晶軒 もあ るこ 前者 は永隼にわた って, そしノ)地 におけ る敬播 技士吾 (Broadcasting) に適応し

た,I,吊･lriであ り,後者は移帖 胞肥 哉培 において収量を高め る~可能性/二一もつ晶軒であ るか L7-,, こ

れ ら晶種お よび哉培法 に関 して隼態宮川T･"jtを進 め るな らば施肥 反応の高 いイ ン トリIr吊晶巨'/'ii.JT･-,71

二七 を〕ト ー｣能で 悠fj:二 rLl出/.二もとと して fertillZerresponse rJ)高い イン ト里晶伸し′亘 再 二 十



可能である｣現にセイロンで最近育成 された H-4はセイロン本来の陸稲に再来す る Murung-

akayan302とイ ンドネシアUjTjereh に属す る MaS24oj交雑か ら育成 されたもので,選抜

に際 しては短程,多けつに着目点をおいた ｡ 同国においてこの,r.]ni重はha当 り玄米 4.5トン以上

の収嵐をあげ うることが示 されている｡

以下品種に閑す る二,二の重要な問題を簡単に述べよう〔)

a 品種の栄養生理的特長 セイロンにおいて 日本稲とインド型水稲を,窒素無施用 (No),

少量施用 (Nl),および多量施用 (N2) の下で栽培 し,その平均- L]当 り乾物生産 と 籾/地上部

の比率を比較すると第 1図のごとく,インド型品種の乾物牡鹿能力は 口本品種にまさっている

平
均
言
当
乾
物
生

産
朝

多
毎
上
部
重
(ズ
)

No7JPZI Ta/･Cん729 65 ATana728 〝 302 〟 4

二 三 _+ :___I_

｢ 十 人 十

ト

レ

｣

｢

%
･

朗

鋸

e
･
ガ

卯

ガ

却

NoN/N2 NoN/V2 No〟1N2 NoNIN2 NoNINP

第 1岡 円木稲と (ndicaの乾物生産能力と 籾/ワラ比率

が, 日本品秤がその地上部市の50%前後を籾生産に利用 しているのに反 し,インド型品種では

40%以下 しか利用することができず,とくに Murungakayan302では多窒素条件の下では地

上部重のわずか25% しか籾年産 に向け られていない ｡ しか し上に述べたH-4ではこの点が著 し

く改良 されている｡

帥Fll])]氏のインドでの研究によるとイ ンド型品種は 日本稲に比 らべ最適窒素濃度の範囲が低

く,とくに/i:_殖4:.長期において, 日本種が窒素を吸収,利用 して籾生産 に役だて うる程度の窒

素の レベルですでにインド型品種では 童素過剰となる｡ インド塑品種の低い fertilizer re-

sponseや窒素施用による不稔の増大などはこのような栄養生理的特性に基関するものである｡

b 品種の生育 日数 イン ドにおける例を示す と第 2図のごとく,78日か ら230日 にわた

るものがあ り, 品種間の庄育 口数の開きはきわめて大きく150日に及んでいる｡ 100-110日を

中 心 とするブル-プは Aus,170日を中心 とする生育 日数の良い品種群は Aman に属す る､)
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∫∂
品 4()

種 30

# 20
/0

∂
80 /UO /20 /40 /占0 180 200 220 240

生 育 日 数

弟2図 イン ドの稲の生育 =類 (山 車 明 )

/iS'4表 晶 種レ)生 育 日 数 と 生 百 ･収 邑
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伸 LJnJj氏による Cuttackにおける研究結果 (帥F明 ,1958)

伸 卜明 氏がイ ンドで行なった研究では第4表 に示 され るように,長共胴車では]訳 出打ナつ期か

ら幼穂形 成期にいたる期問が長 く,Ban-9では49Hにも/l文んでいるが,IJiFj:)掴 匝)Ptb11〔)では

幼租 形成期が最高佃 ナつ期の 3日前であ る,そこで問題は,長期種におけるこU)長い ｢品 ･右 ナ

けつ期-幼穂 分化期｣の期冊の_'上帝がどうなっているかであるが,こU)期紺二は乾物′吊主細い

休みが起 こ り, この往長の佃 帯irlj=二は室素や リン酸跡 吸収 も仙 仁する,さらにこU_)律長停滞期

に制削 )伸長が始まり,伸長す る蹄間が 8こにも故ぶことは倒伏とU)闇イ系か ら汗目すべきこと

である､

柚 :.Tj氏はマラヤで 品種の要水量 (waterrequirement)を測定 し,長期種は水分経済U)両か

ら も,能率が低いことを抽 1日Jた ｡ 第4豪に示される 紀沌 /基葉点Uルヒは!_i:_T'川 数が人になる

に伴 い ∴ 引ま宜弼 i<的 に低下 してお り,物質配 分J)両か らも長期種はきれめて能率がわるいこと

を 示 している｡ノ

C 日長反応 東 南 アジアは低緯度であるか ら∴ 1長の'LF聞 較差はわずかで,数卜小 二す

ぎない地方が多 い が , こUjわずかな 日長の変化に対 して きわめて敏感に反応 して/目早 l数に大

きな変化左表わす晶種(SeasonalVarieties,Date-fixedVarietiesなどとよばれ.ら) と, Lか

らざる晶 種 (NonseasonalVarieties,Period-fixedVarieties,Time-boundVarieties)とが存
在 し,それ らが用水との闇係で使い分け られてい る｡ カンポジヤのBattambangで佐藤三､国主氏

が行なった, こU)国の奨励品種 NeangM6asa)日長反応を例示すれば第3図ujごとく, 1I,T

か ら8月までのいつ播種 してもZ冊酎粧まほと/i,ど同 じ (11月末) で , 日 日 =播種では冊 ･LLiH
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8 9 /017]2 / 2 34 5 6 7 8 9 月LiZ'どLHHt
l
Hu

〃

V
lH"Hu

/ijJl;3図 自然H長が水稲ojiLI'胤湖 に及ぼす影響
晶種 NeangM6as,カ ンポ ジャ Battambang
における実験 (佐藤幸平)

数328E｣,主群基数31枚をこえるo これは Date-fixedvarietyである0

第 1表 に示 したインドcj)Ausと Aman とは, いずれも6月頃, 雨季の開始とともに播種

されるが,Ausは高地の大水田に作 られるので, 雨季の終 りまでには生育を終 らねばな らず,

したが っていまだ日長uj長い 8月未までにはtl摘iiLなければな らない ｡ それゆえ日長反応の強

い品種は不 適当であ り,Ausは日長反J,L咽:_の低い)ir:,.'_)胴下であるoこれに反 して Aman は排水

不良の低湿地に栽培 される｡ ここでは雨季が終 って も,まだ水が滑 ってお り,それがひいてか

ら豊熟するのが望ま しいので,10月になって幼穂が形 成 され るよう,すなわち矧 1になって幼

穂が形成される日長反応の強い品種が望ま しいo すなわち Aman は日長反応U)強 い 性 質 を

もつ. したが ってこの品種は 2月か ら8月にいたるどの日用｣に播種してもほぼ-1一定の時期 (10

月末)に開花しうる｡ したが っで常習洪水地の低湿地吊で,通水の起 こる前にできるだけ早 く

播種 し,水が来 る前に帖物体を人きくしておいて,冠水か ら逃れ るのに利用され る｡ ま た 乾 季

に乏 しい用水を利用 して栽培を行な うところでは,いつ播種 しても短い珪千川 数で成熟 しうる

日長反応のきわめて低い早/ll種 (Boro)が利用される｡

なお東拍アジアの稲には種 子の心付眠性が認め られ るが,セイロンやインドネシアでの研究に

よると,日長反応の高い昆不和ま著 しい休眠性をもつことが知 られている｡ またこの休眠性は種

予の高渦処群によって消去 されるらしいことも知 られている(.

3･ 栽培技術 :ビルマやマラヤでは移柚栽培が普通で,タイで もその作付けuj70-80% が移

仙 成増であるとい,いれノるが,インド - キスタ ンでは60-70'-')/,セイu ンでは90/'-♭以上が故描
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肘 F',･であ る｡か こU)=と く日出二よって移情 と【闘 lju)J,肌合が異 なるが, -,豆巨/)万両と しては移帖

が Irrl+'日,Flrす る仙 ｢,｣にあ る.いず,iLにせよそU)栽培技 術は来熟で,(1)本日耕起L)[窪地,(2)Ti汗吊去,(3)

哉帖 密 度と様式,(4)施肥最∴ (5)水門理 ,(6)申排除 章などの告押作業,(7)帰山膏 防除 と発圧 予察,

(8)収穫1′十某,その他あ らゆ る分野において改艮す- き帖 題が 多いーたとえはT)汗吊圭に-｣いても,

付目との作 l)ノJl'ま形uj上ではわが国 と/rこ差がないが,種 召 Frj毒は行なわれず,溝排 水,追 肥など

U)汗上里ま皆無に逗 ∴ 播仲呈出ま苦しくIJ∴ rT目し 日放 も不通､-'Tで,徒艮 した 11十三･作:),それ/,jL

乱紬 二JTl､t‖ )しだいに移帖す るとい ったや り方で, '>5くははなはだ しい深柚であ り,晶種や木

棚 捌 巴最 との関係で哉柚密度を検討す ることもない

また従 来,化学肥料を使用 した細 蛤がないか,あ るいは浅いため,そC/刃J転用法 (時期,量,

施用位TtrrlEir..,三要素の刊合など) に多 くC/)潤,niiがあ り,たとえは日射机 紺7-に対 して,全量を柑肥

と して胞 し,栄養′牛艮U)みキ 促進 して!王T',>一後期 には肥 切れ,Jときた し,かえって減収す るなど,

晶損と栽打法 に適合 した鳳 肥法はまだ酢iJL.されてない(､第 5表 に来由アジア.H甘酢二おける肥料

弟 5表 東 南 ア ジ ア 諸 国 の 施 肥 状 沢

排 地 面 枯
国 別

セ イ ロ ン

買 主くミミ 肥 料 燐 醍 肥 料

(19･?900-Tv)･(卜_ざ)

否 帯 873 117,600

フ ヤ

イ ン ド

イ ン ドネ シア

パ 二｢ ス タ ン

フ ィ リ ヒ ン

ベ ト ナ ム

jj イ

2,223･ 13,700

17,681 25,000

24,726 40,800

7.296 13,000

303 7,900

7,793 5,387

5,048･635,800

へクタ-ル当
二1使llrl吊
(車_竺ゲラ_杢〕

使問総足
(トン)

17.0 3,000

134.7 34,600

6.1 7,500

1.1 24,300

1.4 6,000

上6 3,400

1.7 8,000

2.6 1,700

0.69 2,082

125.9 333,800

-クタール当り使用量(キログラム)

血

便
卜

･怒
′し
㌧∴~

-1-
肥壁

レノl
鑓

㌧メ
日日
ノ/ー∴ 1.,,▲]量ー=ン ム一フグ

1.9 40,400 26.5

38.9 26,600 22.6

3.4 4,500 2.0

0.15 18,200 0.08

0.28 2,800 0.16

0.13

1.09 2,600 0.35

0.26 1,900 0.62
0.26 642 0.08

66.1 387,900 76.8

い..t

'-

注 :水田のみならず,全紡地面机に対すろ平均使月混 ,総使用量を示す

l一山所:アジア経済研究所 ｢アジアの稲作｣(1960)よ廿

汗j賢最 と,里位耕地面精当り平均使用最を示すが,里位l([沌己当り使 用 量はT'津聖を除いてはわが

国のそれの 1-100b/程 度にすぎない . しか もこれ らの囚J)うちで使Jt持主二Uj'(Jいセイロンやマ ラ

ヤでは肥料は水r侶こ施す よりも大部分が茶やゴムそ0)他のエステー トIriti-業(D作物 に用い られて

いるU)である｡たとえばセイロンではり四二日侶 拭う二Ujわずかに 6/C1oFzHfi;,マラヤで も同様に 7C,,J

畔 聖が 水稲に利用 されているにす ぎない L-ノしてみれば これノらuj国 々で水稲に施 され る肥料は,

他ujrt{LLlと同根 にやは り ha ＼r'日 1-2kg 程度であ る～ただ し,これノは里なる平均であ るか ら,

骨 畑 二鳥全 く弛ilLlされな い 水吊が ノヾ邦''JLであること/二一示 してし､;/､

一一-187-



今後は水稲に対する肥料uj使用が増加するにちがいないが,施肥法の確IILLこそ急を要する重

要な問題であるO

(1) 従来窒素施肥によって思わぬ減収を招 く｣細りカミしば しばあったが,その規因は過剰な栄

養性長,倒伏および不稔粒C/j増加などによる登熱不良である｡ 多 くのインド型品種では窒素を

多 く施 しても,蒋要な収量構成要素たる穂数の増加が少なく,上述の障 告 の方が大きく現われ

る｡ 他方, リン酸の施肥は穂数の増加,豊熟歩合の向上などの効果があり,またカ リもとくに

後期生百を健全化する上に有効である｡

(2) 従来の試験場での施肥試験の結果では リン酸の肥効が現われていない場合があるo試験

場の技術者はその結果に基づいて リン酸施用は重要でないと判断 しているが,付近の農家の圃

場では リン酸が顕著な肥効を表わ している.試験場では耕種梗概的に リン酸を通用 してきたが,

農家の圃場ではいまだかつて リン酸を施 されたことがないか らであろう｡試験場の指導は試験

場の結果にC/)み正倒 して室素に主)Jをおき リン恨,カリを怪祝す るため,三要素間のバ ランス

を大 した指導が行なわれているという誤 りを犯 していることがある､)

(3) インド?1.-I:J.水稲では頴花数がもともと多く,窒素胞用によりさらに過剰な頴花数をつける

が,光合成年産がそれに相伴わないため不稔を高める結果となることが多い.日本式の穂肥を

直輸入 して農家に奨励 している例もあるが,インド型品種が熱帯条件下で日工胃する時には,幼

穂分化期が出穂前18-21日に くるため,日本式の出穂前25口0)穂肥では丁度下位節問の伸長期

に当って倒伏を助長 し,-･方頴花数の過剰を招 く結果 となる｡ これを避けるためには出穂前 2

週間 (減数分裂期商前)の窒素追肥や穂揃期追肥が有効であるo

(4) 従来,水田cJj地力は洪水によって堆漬される肥土,漕潜水による供給,収穫に際 して妓

される刈株 (休閑期に水田に放牧される水牛などの飼料とな り,糞尿として還元される)や,

ワラを飼料として用いて還元されるものによって,低い収量と平衡状態を保 ちなが ら辛 うじて

維持されてきたとみられるが,水田土壌の地力維持増進,高温多雨,高.i'耶乞煤の くりかえ しcj)

もとでの養分の溶脱流 亡,土壌侵食など,多くの蒋要な問題がある｡

4. 病 JTf;:虫と/i:.理病 :病 宮 としてほイモチ, ゴマ-ガレ, モ ンガ レ,キンカク病などわが

ljI;]と共通のものがあるほか,わが国にはない Ufra とよばれる線虫痛やフィリピンCl)Tongro

痛などのバイラス病も分布 している｡ 窒素肥料の施用に伴いイモチは増加する傾向にあるが,

わが国 で有効なフェノール水銀剤はインド型品種の多 くのものに対 し,いちじるしい薬害を起

こすことが岡本民 らによって認め られてお り,防除薬剤に関 しても,わが国の廼:輸入は危険で

あることを示 している｡

誉虫としてはメイ虫の 被害がいちじるしく, またわが国 にはいない galトfly (gallmidge,

PachydiPlosisoryzae),クモ- リカメムシ (LePtocorisavaricoynis), クロカメムシ (Sco-

tinoPharalurida),シロナガヤ (コアワヨ トウ,SPodoPteramauritia)などのほか,野ネズ
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ミ, カニ､ スズ メ,象な どの被告 も人きい･ 仏教国で段圧禁断を守 ってい るところで は農民が

吉山 を捕殺 しない

さらに往理痛 (physiologicaldiseases)とよばれ る,畑射 )よ く'jJらない障告が制 舶二発什

してい る｡〕 ビルマの Ami yiトpo, マ ラヤU_)Penyakit-merall,イ ン ドネシアの Mentek,イ ン

ド,パ キスタ ンCjjPan-sukh,セイロンU)Bronzing な どがそれである O いずれ もfrriuj生ff附

告 ,出穂不能 ,不稔 など綱 川 ミを示 し,葉 身に特有o)膏徴を現わす rJ 緑虫による障告ではない

か とcJjHJJ-もあ るが ,他方では一般 的 に排水によ って軽減 されノ,あ るいは リン酸,石 尻な どU)

胞井目二よって軽減 され ることがあ り,土壌申の鉄,マ ンガ ンUj過剰J.1‥ あ るいはそれ以外o)有

毒物質 によって発現す るのではないか とも考え られ.てい る､

お わ り に

か ざ られた紙数のため,東南アジア稲作の棚 封と聞題 点の若干 について きわめて簡単に, 皮

相的な説明を述べ るに‥二ま ったこ熱吊 o}気象 条件下 におけ る米の収量増 加跡 購EJrlj:_その他妓 さ

れた問題点 もあ るが ,それ らを-L)J制受 した ことをお断 りす る しだ いであ るr
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